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考える子どもたち！地域の将来を

★ 話を聞いてよかったと改めて心からあり
がたい気持ちでいっぱいです。

★ 議会を傍聴して、みやこ町が今どうなっ
ているかを知ることができました。★ 話の内容が少し難しかったですが、みな

さんがみやこ町のことをしっかりと考えてく
れていることが伝わり、議員さんに尊敬の
気持ちをもちました。私もみやこ町をもっと
より良い町にするために自分の行いについ
て考えていきたいと思います。

★ みやこ町には、たくさんのこれからの予
定や問題があることを知りました。その問題
を解決していくために色々な人たちが考えた
り動いてくれたりしていることにすごいなと
思いました。今日の議会傍聴は、これから
の学校生活にも生かしていきたいと思いまし
た。

★ 学校をどうするかや町の行事をどうする
かなど分かりやすいこともあって、想像して
いたことよりもあまりこわくなかったです。
議会を傍聴して、政治の事にもきょう味を持
てました。

★ 最初、議会とかして何になるんだろうと
思ったけど、実際に議会を見てみて、何の
ために話し合いをしているかがよく分かりま
した。

★ 議会の人たちだけじゃなくて、自分たち
にもできることはあるんじゃないかなと思い
ました。議会傍聴を見学してよかったです。

★ 町に住んでいる人たちのために、私達の
知らない場所で、私達のふつうを支えてく
れている、私達の未来を支えてくれてること
をしりました。

久保小学校６年生

～  諫 山 小 学 校・久 保 小 学 　 　校の 児 童 が議会を傍聴  ～
６年生、諫山小学校（１１人）の５・６年生の子どもたちが傍聴に来ました。
少しですが、ご紹介いたします。

感想文は原文のまま掲載しています

地域の将来を

★ 初めて議会を傍聴して感じたことは、質
問をされてもすぐ答えることができることが
すごいなと思いました。

★ 初めて議会傍聴を参加してみて自分たち
のしらないところで会議をしていてみやこ町
を支えていることをしりました。

★ 学級会ににていました。私たちのことを
考えて議会をしているのだなと思いました。

★ 町民の方々がよりよく暮らしていけるよ
うにまだ残っている課題をへらし、人々の役
に立つようこれからもがんばって下さい。今
回は1人の議員さんの意見しか聞けず、他に
も興味深い意見もあったので機会があればぜ
ひまた議会傍聴をしてみたいです。

★ 質問する側も答える側もすぐに手を挙げ
ていたので、資料を準備することをがんばっ
ていることがよく分かりました。遊べる遊具
が少ないので、公園に遊具を増やしてほし
いです。

★ 話の内容などを理解するだけで頭が混乱
するのに、考えに対しての意見を述べられる
のもすごいなと思いました。

★ 前のぎだいでパンをなくすことがあったみ
たいですが、食べれるようになりました。パン
をきゅう食からなくさない方がいいと思います。

★ 議会傍聴を見れてうれしかったです。分からない言葉もあったけど、分かる言葉もありま
した。資料を調べたり、自分の言葉を考えたりして大変なんだろうなと思いました。そして、
質問されたらすぐに手を挙げて自分の考えを話しているのもすごいなと思いました。

諫山小学校５・６年生

～  諫 山 小 学 校・久 保 小 学 　 　 校の 児 童 が議会を傍聴  ～
１２月１日から１２日までの会期で開催された１２月定例会に久保小学校（２０人）の
子どもたちの目に議会はどのように映ったのでしょうか。感想文を頂きましたので、
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　　梅
うめもと

本　智
ともあき

明　議員

問
勝
山
地
区
小
中一貫
校
の

統
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

教
育
長　
今
年
度
中
に
建
設

候
補
地
の
選
定
作
業
と
基
本

方
針
作
成
、
令
和
11
年
度

か
ら
13
年
度
に
校
舎
建
設
工

事
、
令
和
14
年
度
に
開
校
し

た
い
。

問
小
中一貫
校
設
置
予
定
場

所
は
サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
駐
車

場
か
ら
行
橋
側
、以
前
役
場

周
辺
で
公
園
整
備
の
計
画
も

あ
っ
た
と
思
う
が
、公
園
整
備

は
可
能
か
。

学
校
教
育
課
長　
計
画
ど
お

り
こ
の
候
補
地
に
小
中一貫
校

が
建
設
さ
れ
た
場
合
、
公
園

整
備
は
難
し
く
な
る
。

問
町
長
も
ご
存
じ
だ
と
思

う
が
、
勝
山
地
域
の
皆
さ
ん

は
公
園
の
設
置
を
非
常
に
望

ん
で
い
る
。
近
辺
の
黒
田
小

学
校
付
近
に
公
園
整
備
は
で

き
な
い
か
。

町
長  

公
園
の
整
備
、
黒
田

小
が一つ
の
候
補
地
と
し
て
あ

る
。
立
派
な
古
墳
が
あ
り
、

黒
田
小
の
跡
地
が
公
園
整
備

と
し
て
適
し
て
い
る
と
現
時
点

で
は
考
え
て
い
る
。

問
犀
川
中
・
豊
津
中
・
勝

山
中
の
三
つ
の
中
学
校
の
統

合
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
今

す
ぐ
に
で
も
統
合
の
方
向
性

を
出
す
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。

町
長  

引
き
続
き
教
育
委
員

会
サ
イ
ド
と
も
よ
く
話
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
コ
ン
パ
ク
ト
プ
ラ
ス
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、
旧
３
町

ご
と
に
中
心
拠
点
を
設
け
、

中
心
拠
点
と
個
人
や
集
落
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
げ
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
進
捗
状

況
と
今
後
の
具
体
的
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

町
長　

令
和
７
年
度
は
コ
ア

ア
ク
シ
ョ
ン
推
進
の
核
と
し

て
、
専
門
家
の
手
に
よ
っ
て
統

括
的
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
「
京

都
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
共
創

ユ
ニ
ッ
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。

令
和
８
年
度
以
降
は
民
間
の

活
力
や
資
金
の
活
用
を
図
り
、

町
に
代
わ
り
拠
点
整
備
を
担

う
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
会
社

の
設
立
を
目
指
す
。

記
念
事
業
に
つ
い
て

問
20
周
年
記
念
事
業
式
典

の
開
催
年
月
日
及
び
具
体
的

取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
。

町
長　
記
念
式
典
は
、
令
和

８
年
３
月
20
日
に
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
。
み
や

こ
町
誕
生
後
の
歴
史
を
振
り

返
り
、
功
労
者
を
た
た
え
る

と
と
も
に
、
町
民
が
楽
し
め

る
文
化
的
な
要
素
を
盛
り
込

ん
だ
二
部
構
成
と
す
る
予
定
。

生徒数の状況を見ながら柔軟に
対応する

町内３中学校の統合、
今後の方針は

問問

問 町
長

町
長

教
育
長

問

問 学
校
教
育
課
長

町
長

町
長

問

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

記
念
事
業
に
つ
い
て

20周年関連事業「MIYAKO Christmas 2025」

黒田小学校にある橘塚古墳
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問
み
や
こ
町
で
不
法
就
労
の

実
態
は
。

町
長　
み
や
こ
町
に
居
住
地

の
届
出
を
し
て
い
る
方
以
外

は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
み

や
こ
町
と
し
て
も
、
現
地
の

確
認
や
警
察
へ
の
情
報
提
供

等
を
行
い
、
不
法
就
労
の
防

止
に
努
め
た
い
。

問
不
審
な
ヤ
ー
ド
を
確
認

し
た
ら
、役
場
や
警
察
、入
管

等
に
連
絡
す
る
様
に
広
報
誌

等
で
周
知
は
出
来
な
い
の
か
。

住
民
課
長 

出
来
る
と
考
え

る
の
で
、
ど
う
い
っ
た
広
報

が
出
来
る
か
を
今
後
検
討
す

る
。

問
ヤ
ー
ド
内
で
何
人
働
い
て

い
る
の
か
の
把
握
は
。

住
民
課
長　
把
握
で
き
て
い

な
い
。
今
後
、
そ
こ
ら
辺
も

踏
ま
え
注
意
し
て
い
く
。

森
林
に
つ
い
て

問
み
や
こ
町
の
森
林
の
面
積

は
。ま
た
国
有
林・私
有
林
そ

れ
ぞ
れ
の
面
積
は
。

町
長　
み
や
こ
町
の
総
面
積

の
63
％
が
森
林
で
、
面
積
は

９
４
７
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

そ
の
う
ち
国
有
林
の
面
積

が
５
０
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
民

有
林
は
８
９
６
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
な
っ
て
い
る
。
民
有
林

の
う
ち
、
私
有
林
の
面
積
は

８
６
２
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

る
。

問
み
や
こ
町
も
広
葉
樹
を

中
心
と
し
た
計
画
を
。

町
長　

実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
地
域
の
特
性
や
生
態
系

に
適
し
た
樹
種
の
選
定
、

場
所
の
確
保
、
維
持
管
理
体

制
が
必
要
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
町
独
自
で
ゾ
ー
ニ
ン
グ

を
行
い
、
森
林
管
理
を
進
め

る
。

問
定
期
的
に
子
ど
も
や
住

民
に
林
業
と
の
触
れ
合
い
を
。

町
長　
里
山
で
の
林
業
体
験

や
林
業
紹
介
な
ど
、
幅
広
く

周
知
し
て
い
く
。

農
業
に
つ
い
て

問
有
機
農
業
に
関
す
る
講

演
会
の
予
定
は
。

町
長　
来
年
２
月
１
日
に
サ

ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ
に
て

農
業
と
食
に
つ
い
て
の
ミ
ニ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
予

定
。

問
み
や
こ
町
も
有
機
農
業
の

推
進
を
。

町
長　
有
機
農
業
に
関
す
る

正
し
い
知
見
を
生
産
者
・
消

費
者
に
広
げ
て
い
く
。

問
定
期
的
に
学
校
給
食
に

ジ
ビ
エ
肉
を
取
り
入
れ
て
は
。

教
育
長　
食
育
の
観
点
か
ら

も
取
り
入
れ
る
事
は
意
味
が

あ
る
と
考
え
る
。
献
立
委
員

会
等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

今
後
も
検
討
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て

問
10
月
号
の「
み
や
こ
っ

ち
ゃ
」で
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
の
記
載
で
、ワ
ク
チ

ン
の
危
険
性
に
つ
い
て
の
文

言
が
な
か
っ
た
。し
っ
か
り
と

周
知
す
る
べ
き
で
は
。

子
育
て
・
健
康
支
援
課
長

全
て
の
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
・
副
反
応
の
掲
載
は
難
し

い
が
工
夫
し
て
研
究
し
て
い

く
。

松
まつもと

本　潤
じゅん

　議員

みやこ町のヤード条例の進展は

素案を作成していて、引き続き
早期の条例制定を目指している

問問

農
業
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

森
林
に
つ
い
て

教
育
長

住
民
課
長

住
民
課
長

町
長

子
育
て・
健
康
支
援
課
長

問問 問

問問 問

問 問
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柿
か き の

野　直
な お こ

子　議員

日産から子育て支援、生活支
援制度等の調査が来ている

企業誘致、移住者対応に他市町に
ない支援策の紹介を

問
こ
こ
２・３
年
度
中
に
関

東
地
域
か
ら
日
産
関
連
企
業

が
苅
田
町
を
中
心
に
移
転
、

移
管
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。み

や
こ
町
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
、対
応
策
を
伺
う
。

町
長　
県
や
近
隣
市
町
と
連

携
し
な
が
ら
、
企
業
動
向
等

の
情
報
収
集
を
進
め
る
と
と

も
に
、
企
業
誘
致
や
日
産
自

動
車
の
要
望
等
を
聞
き
取
る

機
会
を
持
ち
な
が
ら
、
従
業

員
の
居
住
地
と
し
て
の
ア
ピ
ー

ル
等
も
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

問
移
住
者
対
応
だ
が
、家
族

を
含
め 

１
０
０
０
人
単
位
で

近
隣
市
町
に
住
む
と
お
も
わ

れ
る
が
、み
や
こ
町
に
波
及
さ

せ
る
た
め
に
も
、給
食
費
の
無

償
化
、る
る
か
奨
学
貸
与
制

度
な
ど
、他
市
町
に
な
い
子
育

て
支
援
策
の
紹
介
す
る
な
ど

考
え
ら
れ
る
が
、具
体
的
に
ど

う
対
応
さ
れ
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長　
日
産
の
ほ

う
か
ら
み
や
こ
町
の
子
育
て

支
援
制
度
、
生
活
支
援
制
度

等
の
調
査
が
来
て
い
る
の

で
、
町
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
動
画

等
を
検
討
す
る
。

旧
勝
山
総
合
運
動
公
園
の
跡

地
に
つ
い
て

問
旧
勝
山
総
合
運
動
公
園

廃
止
後
の
活
用
計
画
の
現
状

を
伺
う
。

町
長  

利
活
用
に
向
け
た
公

募
の
結
果
、
民
間
の
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
と
練
習
及
び
試
合

会
場
と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
お
り
、
年
内

の
正
式
契
約
を
目
指
し
て
い

る
。

問
契
約
前
な
の
で
答
え
ら

れ
る
範
囲
で
具
体
的
内
容

を
。

町
長
公
室
長  

相
手
方
は
野

球
チ
ー
ム
で
あ
る
。

資
源
ご
み
分
別
収
集
に
つ
い

て問
旧
犀
川
支
所
で
実
証
実

験
と
し
て
５
月
か
ら
始
め
た

実
施
の
意
図
を
伺
う
。

住
民
課
長　
各
区
で
行
って
い

る
収
集
日
に
収
集
で
き
な
か
っ

た
方
や
区
に
入
ら
れ
て
い
な
い

方
等
何
ら
か
の
理
由
で
収
集

が
で
き
な
か
っ
た
方
の
た
め
に

月
に
２
回
、
収
集
場
所
を
設

置
し
た
。

問
利
用
状
況
の
と
お
り
勝

山
地
域
、
豊
津
地
域
か
ら
は

持
っ
て
い
き
に
く
い
。
実
験

結
果
に
よ
り
来
年
度
も
行
う

場
合
は
収
集
時
間
や
収
集

回
数
等
工
夫
を
し
て
豊
津
地

域
、
勝
山
地
域
に
も
設
置
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

住
民
課
長　
模
索
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
って
い
る
。

産
業
振
興
課
長

町
長
公
室
長

住
民
課
長

住
民
課
長

旧
勝
山
総
合
運
動
公
園
の

跡
地
に
つ
い
て

資
源
ご
み
分
別
収
集
に
つ
い

て

問 問

問 問町
長

町
長

問 問

犀川地区 250件 72％

勝山地区 40件 11％

豊津地区 59件 17％

合計 349件

旧犀川支所裏　資源ごみ分別収集利用状況（2025 年 5 月～ 11 月）旧犀川支所裏　資源ごみ分別収集利用状況（2025 年 5 月～ 11 月）
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問
災
害
対
策
基
本
法
で
は
、

防
災
に
関
す
る
計
画
の
作

成
、実
施
、相
互
協
力
等
防

災
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

日
頃
か
ら
の
災
害
へ
の
備
え
、

防
災
活
動
参
加
な
ど
が
あ
る

が
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用

状
況
は
ど
う
か
。

町
長　

町
で
は
、令
和
５
年

度
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更
新

し
、全
戸
へ
配
布
。事
前
に
区

長
会
で
周
知
を
行
な
い
、広

報
紙
で
は
、避
難
所
の一覧
、避

難
時
の
持
ち
出
し
品
リ
ス
ト
、

防
災
気
象
情
報
の
見
方
な
ど

総
合
的
な
防
災
情
報
な
ど
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
を
案
内

し
て
い
る
。

高
齢
者
な
ど
要
配
慮
者
の
把

握
等

問
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
の
作
成
が
町
に
義
務
づ
け

さ
れ
た
。要
配
慮
者
の
把
握

状
況
及
び
支
援
計
画
、避
難

先
の
確
保
、移
送
支
援
、避
難

誘
導
な
ど
の
計
画
は
ど
う
か

問
う
。

町
長　
避
難
行
動
要
支
援
者

対
象
は
、
現
在
４
３
７
名
で
、

災
害
時
に
お
け
る
避
難
支
援

の
希
望
の
有
無
に
つ
い
て
、
年

内
に
お
知
ら
せ
を
発
送
す
る

予
定
。
個
別
避
難
計
画
は
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の
避

難
行
動
要
支
援
者一人一人
の

状
況
に
合
わ
せ
て
、
具
体
的

な
避
難
行

動
を
示
す

計
画
で
あ

る
。

既
に
個
別

避
難
計
画

の
作
成
が

終
わ
っ
て
い

る
方
も
数

名
い
る
が
、

大
半
は
こ

れ
か
ら
作

成
す
る
こ

と
と
な
る
。

子
ど
も・
青
少
年
医
療
費
完

全
無
料
化
を
求
め
る

問
18
歳
ま
で
の
無
料
化
が

進
ん
で
き
た
。
個
人
負
担
を

な
く
す
こ
と
を
提
案
す
る
。

町
長　
入
院
は
３
歳
未
満
無

料
、
３
歳
か
ら
中
学
生
ま
で

は
、
月
７
日
を
上
限
に
１
日

５
０
０
円
、通
院
に
つ
い
て
は
、

３
歳
未
満
は
無
料
、
３
歳
か

ら
中
学
生
ま
で
は
月
６
０
０

円
。
高
校
生
は
、
入
院
は
月

７
日
を
上
限
に
１
日
５
０
０

円
、
通
院
は
月
６
０
０
円
と
、

み
や
こ
町
独
自
の
子
育
て
世

帯
への
支
援
を
し
て
い
る
。

　

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
の

充
実
は
喫
緊
の
課
題
と
認
識

し
つ
つ
も
、
医
療
費
の
高
騰

抑
制
や
適
正
受
診
の
観
点
か

ら
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要

も
あ
り
、
現
行
制
度
を
維
持

し
て
い
き
た
い
。

熊
くまがい

谷　み
み え こ

え子　議員

ハザードマップなどの活用と周
知は

区長会などで周知している

4

6
2

5

1

3

【ENGLISH】 【日本語】Uni-Voice

避難⾏動要⽀援者名簿とは

平成25年6⽉の災害対策基本法の⼀部改正
により、要配慮者のうち、災害発⽣時の避難
等に特に⽀援を要する⽅の名簿（避難⾏動
要⽀援者名簿）の作成が市町村に義務付け
られました。

避難⾏動要⽀援者名簿の情報

避難⾏動要⽀援者名簿には主に次の情報が
登録されます。

⽒名 ⽣年⽉⽇

性別 住所・居所
電話番号 など

※登録内容は市町村によって異なります。

名簿の個⼈情報の取扱いについて

避難⾏動要⽀援者名簿を提供した⽀援者（避
難⽀援等関係者）に対しては、災害対策基本
法によって守秘義務が課せられております。

⾳声コードをご利⽤
の⽅はこちら

※コードを読み込むことで
内容を⾳声にて説明いた
します。

市町村が作成したあなたの「避難⾏ 動要⽀援者名簿」を
⽀援者へ提出することに同意 しましょう。
そうすれば、災害時に⽀援が受けら れやすくなります!
⾃ら避難することが困難な⽅への⽀援イメージ

避難⾏動要⽀援者

※⾃ら避難することが困難な⽅
（社会福祉施設⼊所者や⻑期⼊院患者などの⽅は
施設管理者の対応となります。）

市町村

⽀援者（避難⽀援等関係者）

※⺠⽣委員 ⾃主防災組織
消防機関 など

（市町村により異なります。）

平時 ⽇常の声掛け等
の⾒守り・避難訓練
の実施 など

災害時 避難⾏動に
関する⽀援 など

同意した⽅の
名簿情報の提供

名簿情報を平時から
⽀援者に提供して
よいか確認

避難⾏動要⽀援者
名簿の作成

(制度の運⽤⽅法については市町村によって異なります。避難⾏
動要⽀援者名簿に登録されているかどうかや⽀援内容について
は、お住まいの市町村にお問い合わせください。）

同意

町
長

町
長

子
ど
も・青
少
年
医
療
費
の

完
全
無
料
化
を
求
め
る

高
齢
者
な
ど
要
配
慮
者
の

把
握
等

町
長

問

問

問

内閣府の「災害時に備えて今できること」リーフレット
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石
いしまつ

松　雄
ゆ う た

太　議員

問
町
が
契
約
し
て
い
る
業
者

と
飲
食
の
場
は
あ
っ
た
の
か
。

町
長
公
室
長　
業
務
発
注
後

に
、随
意
契
約
で
業
務
を
行
っ

て
い
る
事
業
者
な
ど
と
、飲
食

を
伴
う
場
を
持
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問
そ
の
よ
う
な
飲
食
の
場
は

過
去
に
も
あ
っ
た
の
か
。

町
長　

過
去
に
も
あ
り
、複

数
回
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

問
町
の
ル
ー
ル
で
は
業
者
と

の
飲
食
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

総
務
課
長　
職
員
倫
理
規
則

で
は
利
害
関
係
者
と
の
飲
食

は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

政
治
倫
理
条
例
で
は
疑
惑
を

持
た
れ
る
行
為
は
し
て
は
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

問
監
査
委
員
の
指
摘
を
受

け
、
随
意
契
約
は
ど
の
よ
う

に
判
断
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
業
務
の
内
容
が
特
殊

で
、
そ
の
事
業
者
で
な
け
れ

ば
で
き
な
い
場
合
は
随
意
契

約
と
し
て
お
り
、
金
額
や
内

容
を
見
な
が
ら
事
業
ご
と
に

判
断
し
決
裁
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

問
随
意
契
約
業
者
と
の
飲

食
は
職
員
倫
理
規
則
上
ど
う

判
断
さ
れ
る
の
か
。

総
務
課
長　
自
己
の
費
用
を

負
担
し
て
共
に
飲
食
す
る
こ
と

は
禁
止
行
為
の
例

外
。該
当
す
る
か

ど
う
か
は一件一件

判
断
す
る
必
要
が

あ
る
。

問
今
回
の
飲
食

に
つ
い
て
町
長
は

ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
の

か
。

町
長　

タ
イ
ミ

ン
グ
と
し
て
ま
ず

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
事
実
関
係

を
把
握
し
て
検
証
し
た
い
と

思
う
。

意
見　
利
害
関
係
者
と
の
飲

食
や
受
注
者
と
発
注
者
の
交

際
、不
明
瞭
な
随
意
契
約
は

町
民
の
疑
惑
を
招
き
、町
政
へ

の
信
頼
を
損
な
う
お
そ
れ
が

あ
る
た
め
、今
後
は
よ
り
慎

重
で
透
明
な
対
応
を
行
う
よ

う
に
。

図
書
館
に
つ
い
て

問
勝
山
図
書
館
分
室
は
ど

う
な
る
の
か
。

町
長
公
室
長　
勝
山
図
書
館

分
室
は
分
室
の
枠
を
外
し
、

施
設
活
用
を
見
直
す
と
し
て

い
る
。
改
修
費
は
、
設
計
１

４
０
０
万
円
、
工
事
約
１
億

１
０
０
０
万
円
を
想
定
し
て

い
る
。

意
見　
私
は
勝
山
図
書
館
分

室
の
廃
止
に
反
対
。

複数回あるということである

随意契約業者と飲食をした事実
はあるのか

図
書
館
に
つ
い
て

町
長

総
務
課
長

総
務
課
長

町
長
公
室
長

町
長

町
長

町
長
公
室
長

問問問 問

問問

問意
見

意
見

リーディング事業施設整備基本・実施設計業委託の公募型プロポーザルリーディング事業施設整備基本・実施設計業委託の公募型プロポーザル
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問
現
状
の
組
織
数
、整
備
さ

れ
た
資
機
材
、交
付
金
の
予
算

額
は
。

町
長　
町
全
体
の
約
４
割
で

44
組
織
、担
架
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

メ
ガ
ホ
ン
、誘
導
灯
、ラ
イ
ト
、

発
電
機
、ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、

投
光
器
な
ど
15
種
類
。令
和

７
年
度
の
予
算
額
は
90
万
円
。

問
活
動
事
例
、資
材
等
で
不

十
分
さ
は
な
い
か
。問
題
は
あ

る
か
。

町
長　
町
と
共
同
し
て
防
災

訓
練
は
数
件
実
績
が
あ
る
。資

機
材
の
更
新
の
要
望
が
あ
り
、

５
年
後
に
補
助
が
出
来
る
。こ

こ
２
年
間
は
設
立
の
申
請
が

な
い
。設
立
の
促
進
、既
存
組

織
へ
の
支
援
、共
同
訓
練
の
実

施
な
ど
が
必
要
と
考
え
る
。

豊
津
陸
上
競
技
場
に
つ
い
て

問
年
間
の
維
持
費
、次
の
更

新
時
費
用
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

教
育
長　

約
１
千
万
円（
人

件
費
、光
熱
水
費
、委
託
業
務

費
、修
繕
費
な
ど
）。全
面
改

修
と
な
る
と
３
億
円
を
超
え

る
可
能
性
が
あ
る
。

問
周
辺
自
治
体
の
協
力
を

求
め
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

教
育
長　
陸
上
競
技
場
の
み

負
担
を
求
め
る
の
は
困
難
。

　

来
年
度
に
利
用
料
金
の
見

直
し
を
行
う
計
画
。町
外
利

用
者
の
料
金
を
値
上
げ
し
、

各
自
治
体
で
利
用
者
へ
の
補

助
を
行
な
っ
て
も
ら
う
な
ど
、

理
解
と
協
力
を
求
め
て
い
き

た
い
。

健
康
維
持
の
た
め
に

問
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
別
高
齢

者
の
接
種
率
は
。

町
長　
令
和
６
年
度
の
高
齢

者（
65
歳
以
上
）の
接
種
率
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
53.4
％
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
7.6
％
、肺
炎
球

菌
29.4
％
、令
和
７
年
４
月
１
日

か
ら
11
月
28
日
ま
で
の
帯
状

疱
疹
4.7
％
で
あ
る
。（
提
出
資

料
に
よ
る
）

問
が
ん
の
受
診
率
は
。

子
育
て・健
康
支
援
課
長

令
和
６
年
度
の
胃
が
ん
の
受

診
率
６
％
、肺
が
ん
11.2
％
、大

腸
が
ん
12.5
％
、前
立
腺
が
ん

14
％
、子
宮
が
ん
5.1
％
、乳

が
ん
、マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
7.4
％
。

（
提
出
資
料
に
よ
る
）

築
城
基
地
騒
音
対
策
に
つ
い

て問
国
富
池
の
改
修
工
事
は

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。

町
長　

呰
見
、徳
永
地
区
の

27.1
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
潤
し
て
い

る
。近
年
の
大
雨
時
に
余
水
吐

（
よ
す
い
ば
き
）が
小
さ
い
た

め
、潅
水
被
害
を
起
こ
し
、周

辺
住
民
に
多
大
な
被
害
と
苦

労
を
掛
け
て
い
る
。事
前
の
低

水
位
管
理
を
お
願
い
し
て
い

る
が
水
利
関
係
者
に
と
っ
て

水
不
足
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、ま

た
、異
常
降
雨
に
は
効
果
は
限

定
的
で
あ
る
。行
橋
市
に
繋
が

る
広
範
囲
な
流
域
が
あ
る
た

め
効
果
的
な
改
修
に
至
っ
て
い

な
い
。こ
の
こ
と
は
福
岡
県
と

も
共
有
し
て
い
る
。今
後
、行

橋
市
と
協
議
を
し
て
い
く
。

学
校
現
場
に
つ
い
て

問
授
業
中
の
私
語
や
動
き

回
り
で
他
の
生
徒
の
妨
げ

な
っ
て
い
る
場
合
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
る
か
。

教
育
長　
現
在
、学
級
崩
壊

は
な
い
。課
題
が
あ
れ
ば
複
数

の
教
員
で
対
応
し
、個
別
・
最

適
な
学
習
指
導
と
個
々
の
児

童・生
徒
に
寄
り
添
っ
た
生
活

指
導
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

柿
か き の

野　義
よしなお

直　議員

自主防災組織の要件は

新しく組織を作る必要はなく、
行政区を単位として設立している

豊
津
陸
上
競
技
場
に
つ
い
て

健
康
維
持
の
た
め
に

町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長

教
育
長

子
育
て・健
康
支
援
課
長

教
育
長

問問

問 問 問

問問

問学
校
現
場
に
つ
い
て

築
城
基
地
周
辺
対
策
に
つ
い

て
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問
高
齢
化
が
益
々
進
ん
で
い

る
。
免
許
証
返
納
や
足
腰
が

悪
く
買
い
物
・
通
院
に
非
常

に
難
儀
し
て
い
る
。

　
み
や
こ
町
と
同
じ
悩
み
を

持
っ
た
全
国
の
市
町
村
が
地

域
公
共
交
通
計
画
を
策
定

し
、
地
域
の
垣
根
を
取
っ
払
っ

て
連
携
を
結
び
、
１
市
４
町
、

１
市
５
町
で
実
践
し
て
い
る

例
が
あ
る
。

　

今
後
益
々
高
齢
化
は
進

む
。
み
や
こ
町
も
１
市
２
町

で
買
い
物
や
通
院
出
来
る
よ

う
、
早
急
に
立
ち
上
げ
実
行

し
て
頂
き
た
い
。
い
か
が
か
。

町
長  

自
治
体
ご
と
に
交
通

ニ
ー
ズ
や
施
策
の
優
先
順
位

等
が
異
な
る
。
関
係
市
町
村

や
交
通
事
業
者
等
に
も
意
見

を
伺
い
つ
つ
、
慎
重
に
検
討
す

る
。

日
産
自
動
車
苅
田
町
に
移
管

決
定
、
み
や
こ
町
の
対
応
は
と

問
日
産
自
動
車
は
２
０
２
７

年
苅
田
町
に
移
管
決
定
し

た
。
北
部
九
州
自
動
車
産
業

グ
リ
ー
ン
先
進
拠
点
推
進
構

想
が
大
き
く
前
進
。

　

苅
田
町
が
先
進
モ
ビ
リ

テ
ィ
一
大
生
産
拠
点
と
発
表
。

神
奈
川
追
浜（
お
っ
ぱ
ま
）工

場
に
は
２
４
０
０
人
の
従
業

員
が
い
る
。そ
の
家
族
が
移
動

す
る
事
か
ら
、近
隣
市
町
村

が
獲
得
の
動
き
が
あ
る
。み
や

こ
町
も
苅
田
町
ま
で
20
分
〜

30
分
と
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、学

校
跡
地
や
空
き
家
対
策
な
ど

打
っ
て
付
け
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ

り
、こ
の
機
会
を
逃
さ
ず
早

急
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、関
連
企
業
や

移
住
者
等
の
獲
得
に
全
力
で

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
今
の
対
応
、
今
後
の
対
策

は
。

町
長　

町
内
へ
の
企
業
進
出

や
人
口
流
入
は
、
町
の
将
来

に
必
要
な
要
素
と
な
る
。
関

係
部
署
と
情
報
共
有
を
図

り
、
状
況
に
応
じ
て
組
織
体

制
の
整
備
も
検
討
す
る
。

じ
ゃ
ぶ
ち
森
の
ビ
レ
ッ
ジ
に
つ

い
て

問
先
般
報
告
が
あ
っ
た
通

り
、
毎
年
１
２
０
０
万
円
の

赤
字
経
営
と
聞
く
が
、
み
や

こ
町
も
有
り
余
っ
た
財
政
で

は
な
く
効
率
的
な
公
費
の
使

用
観
点
か
ら
、
し
っ
か
り
と

改
善
と
対
策
を
立
て
赤
字
経

営
か
ら
脱
却
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
見
直
し
の
時
期

と
考
え
る
。
計
画
だ
け
で
な

く
実
行
を
お
願
い
す
る
。

町
長　
今
後
伊
良
ト
ピ
ア
館

等
の
ダ
ム
周
辺
施
設
の
運
営

を
合
わ
せ
て
行
う
事
で
収
益

性
向
上
を
図
り
、
継
続
的
な

運
用
が
出
来
る
よ
う
、
管
理

体
制
の
見
直
し
等
現
在
作
業

を
進
め
て
い
る
。

中
な か お

尾　昌
まさひろ

廣　議員

事業者にも意見を聞き慎重に
検討する

行橋市、苅田町と公共交通の
連携を

問 じ
ゃ
ぶ
ち
森
の
ビ
レ
ッ
ジ
に

つ
い
て

町
長

町
長

町
長

問

日
産
自
動
車
苅
田
町
に
移
管

決
定
、み
や
こ
町
の
対
応
は

問

じゃぶち森のビレッジのパンフレット
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問
生
立
区
の
ヤ
ー
ド
に
関
し

て
、
そ
の
後
、
調
査
は
行
わ

れ
て
い
る
か
。

町
長　
11
月
25
日
に
は
京
築

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
と
京

築
広
域
圏
消
防
本
部
京
都
分

署
と
共
に
立
入
調
査
を
行
い
、

不
適
切
な
点
に
つ
い
て
注
意
を

行
っ
た
。

問
ヤ
ー
ド
内
で
鉄
製
品
が

積
み
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
住

民
か
ら
心
配
の
声
を
頂
い
て

い
る
。
業
者
に
伝
え
て
頂
き

た
い
。

住
民
課
長　
ま
だ
高
く
積
み

上
げ
ら
れ
て
お
り
、
住
民
説

明
会
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と

の
こ
と
。
今
後
も
職
員
が
訪

問
を
重
ね
、
業
者
に
対
し
粘

り
強
く
説
得
し
、
住
民
の
不

安
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
努
め

た
い
。

犀
川
駅
前
ス
ー
パ
ー
跡
地
に

つ
い
て

問
利
活
用
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

地
域
活
性
化
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
土
地
所
有
者
か
ら
は
、

地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た

活
用
に
つ
い
て
深
い
御
理
解
と

御
協
力
を
頂
い
て
い
る
。
当

面
は
地
域
の
皆
様
や
民
間
事

業
者
に
よ
る
主
体
的
な
活
動

を
最
優
先
し
、
自
律
的
な
賑

わ
い
創
出
を
促
す
方
針
。

問
土
地
の
利
用
に
つ
い
て

住
民
主
体
で
整
備
し
よ
う
と

い
う
動
き
が
あ
る
。
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
で
重
要
地
点
に

な
っ
て
い
る
地
域
で
官
民
が

連
携
で
き
そ
う
な
事
業
に
つ

い
て
、
補
助
等
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

町
長　
補
助
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
は
で
き
る
。

問
今
後
、
職
員
と
住
民
の

連
携
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
し
っ
か
り
と
職
員
も

頑
張
っ
て
い
る
。
行
政
だ
け
で

の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
の
は
限

界
が
あ
る
。
思
い
を
同
じ
く

す
る
住
民
の
皆
さ
ん
と
タ
ッ
グ

を
組
み
、
足
ら
ざ
る
は
町
外

の
人
の
力
も
借
り
て
、
こ
の

町
を
再
び
賑
わ
い
の
あ
る
い
い

町
に
し
て
い
き
た
い
。

地
域
の
草
刈
り
に
つ
い
て

問
高
齢
化
に
伴
い
、
地
域

住
民
に
よ
る
自
発
的
な
草
刈

り
活
動
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
地
域
が
あ
る
。
支
援
策
は
。

町
長　
草
刈
り
作
業
の
外
部

委
託
に
関
し
そ
の
一
部
の
補

助
や
、
草
刈
り
の
作
業
を
軽

減
す
る
機
械
の
導
入
を
補
助

す
る
事
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

先
進
事
例
を
調
査
研
究
し
検

討
し
て
い
く
。

獣
害
処
理
に
つ
い
て

問
鳥
取
市
で
大
型
配
水
管

を
活
用
し
、
臭
気
や
害
虫
を

抑
え
な
が
ら
効
率
的
に
獣
害

個
体
を
処
理
す
る
取
組
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
導
入
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

町
長　
実
施
が
可
能
で
あ
れ

ば
、
町
で
も
取
り
組
み
た
い
。

岩
いわむら

村　宗
そういちろう

一郎　議員

ヤード規制条例の制定に向けて、
進展はあるか

他の自治体のヤードに関する調査
を行い、素案を作成している

問 問

問

問問

問 問

犀
川
駅
前
ス
ー
パ
ー
跡
地
に

つ
い
て

住
民
課
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

地
域
の
草
刈
り
に
つ
い
て

町
長

獣
害
処
理
に
つ
い
て

犀川駅前スーパー跡地



委
員
会
審
査
報
告

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会（
12
月
４
日
）

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会（
12
月
5
日
）

み
や
こ
町
福
祉・コ
ミ
ユ
ニ
テ
イ
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の一部
改
正

【
改
正
の
概
要
】

　
公
共
施
設
再
配
置
計
画
に
基
づ
き
、す
ど

り
の
里
の
入
浴
施
設
の
廃
止
を
行
う
も
の
。

（
大
束
英
壽
）す
ど
り
の
里
の
入
浴

施
設
の
廃
止
に
至
っ
た
経
過
は
。

（
保
険
福
祉
課
長
）平
成
29
年
３
月

に
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策

定
。入
浴
施
設
に
つ
い
て
ボ
イ
ラ
ー
の

リ
ー
ス
期
間
内
10
年
間
で
廃
止
し
、会

議
室
等
へ
用
途
変
更
を
検
討
す
る
な
ど

施
設
機
能
を
見
直
す
と
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
、令
和
７
年
10
月
５
日
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
に
お
い
て

廃
止
に
つ
い
て
諮
問
し
、意
見
集
約
の

う
え
廃
止
に
至
っ
た
。

（
熊
谷
み
え
子
）福
祉
バ
ス
を
入
浴

施
設
の
た
め
運
行
し
て
い
た
が
、今
後

の
運
行
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

（
保
険
福
祉
課
長
）今
年
度
に
つ
い
て

は
利
用
者
が
い
な
い
と
把
握
し
て
お
り
福

祉
バ
ス
の
運
行
は
廃
止
を
考
え
て
い
る
。

（
六
田
一美
）福
祉
バ
ス
を
巡
回
バ

ス
と
し
て
町
内
を
運
行
す
る
こ
と
は

検
討
で
き
な
い
か
。

（
町
長
）バ
ス
の
耐
用
年
数
、そ
の
他

も
ろ
も
ろ
、公
共
交
通
の
在
り
方
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
入
っ
て
く
る
の
で
、様
々

な
面
で
検
討
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
梅
本
智
明
）お
風
呂
の
利
用
者
の

状
況
は
。

（
保
険
福
祉
課
長
） 

令
和
５
年
度

１
万
１
０
９
６
人
、令
和
７
年
度

３
６
０
９
人（
７
月
か
ら
３
月
ま
で

は
休
館
）令
和
７
年
度
10
月
ま
で
で

３
９
２
１
人
と
な
って
い
る
。

【
意
見
】（
小
田
勝
彦
）利
用
者
の
う
ち

４
割
の
方
は
町
外
者
で
あ
り
、経
費
も

か
か
り
す
ぎ
る
の
で
早
め
に
廃
止
す
べ

き
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
な
と
思
って
い
る
。

み
や
こ
町
多
世
代
交
流
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

（
飯
本
秀
夫
）町
長
公
室
が
施
設
を

管
理
す
る
の
は
初
め
て
か
。な
ぜ
公
民

館
所
管
で
は
な
い
の
か
。

（
町
長
公
室
長
）町
長
公
室
所
管

は
初
め
て
。公
民
館
で
は
な
く
交
流・コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
と
し
て
の
性
格
が
強

く
、ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

中
核
施
設
の
た
め
町
長
公
室
所
管
。

（
柿
野
義
直
）指
定
管
理
の
見
通
し
は
。

（
町
長
公
室
長
）当
面
は
町
直
営
。１

〜
２
年
後
を
目
安
に
指
定
管
理
を
検
討
。

（
柿
野
義
直
）ど
ん
な
指
定
管
理
者

を
想
定
し
て
い
る
か
。

（
町
長
公
室
長
）理
想
は
町
民
活
動

か
ら
生
ま
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
。難
し
け
れ

ば
企
画
力
が
あ
り
、施
設
を
稼
働
さ
せ

ら
れ
る
業
者
。

（
柿
野
義
直
）年
間
維
持
費
は
。

（
町
長
公
室
長
）未
確
定
だ
が
、サ

ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ
並
み
で
約

３
５
０
０
万
円
以
上
の
可
能
性
。

（
飯
本
秀
夫
）防
衛
省
補
助
金
の
条

件
と
指
定
管
理
の
関
係
は
。

（
町
長
）完
全
に
自
由
で
は
な
い
が
、

使
え
な
い
施
設
に
す
る
の
は
本
末
転

倒
。防
衛
省・九
州
防
衛
局
と
柔
軟
な

運
用
を
協
議
中
。

（
原
田
和
美
）支
所
が
入
る
な
ら
指

定
管
理
は
不
要
で
は
。

（
町
長
）支
所
業
務
と
施
設
運
営
は

別
。建
て
て
終
わ
り
に
し
な
い
た
め
の
手

段
と
し
て
指
定
管
理
を
検
討
。

（
石
松
雄
太
）既
存
の
公
民
館
活
動

は
継
続
で
き
る
か
。

（
生
涯
学
習
課
長
）す
べ
て
継
続
。

場
所
は
優
先
確
保
し
調
整
中
。

み
や
こ
町
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の

一部
改
正

（
飯
本
秀
夫
）農
地
の
火
入
れ
は
ど

う
扱
う
の
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）条
例
は
林
野
が

対
象
。農
業
維
持
の
た
め
の
焼
却
は
可

能
だ
が
、消
防
への
連
絡
は
必
要
。

（
柿
野
義
直
）乾
燥
期
の
注
意
喚
起
は
。

（
産
業
振
興
課
長
）関
係
部
署
と
連

携
し
対
応
を
検
討
。

み
や
こ
町
森
林
総
合
利
用
施
設
設
置

及
び
管
理
条
例
の一部
改
正

（
柿
野
義
直
）現
在
の
運
営
形
態
は
。

（
産
業
振
興
課
長
）町
直
営
。一部
業

務
を
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
に
委
託
。

（
柿
野
義
直
）将
来
的
な
指
定
管
理
は
。

（
産
業
振
興
課
長
）伊
良
原
地
域
全

体
と一体
で
、収
益
性
向
上
の
た
め
指
定

管
理
を
検
討
。

み
や
こ
町
伊
良
原
地
域
交
流
施
設
設

置
及
び
管
理
条
例
の一部
改
正

（
柿
野
義
直
）指
定
管
理
が
続
か
な

い
理
由
は
。

（
産
業
振
興
課
長
）人
手
不
足・高

齢
化
、立
地
条
件
、集
客
不
足
。

（
柿
野
義
直
）集
客
デ
ー
タ
は
。

（
産
業
振
興
課
長
）レ
ス
ト
ラ
ン
は

未
把
握
。キ
ャ
ン
プ
場
は
年
間
約

問問問 答答

問問

問問問問問問

答答 答

答答答答答答

問問問問問 問 答答答答答 答
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予
算
決
算
常
任
委
員
会（
12
月
８
日
）

反対
討論

４
０
０
０
人
。

み
や
こ
町
伊
良
原
自
然
体
験
施
設
設

置
及
び
管
理
条
例
の一部
改
正

（
柿
野
義
直
）利
用
状
況
は
。

（
産
業
振
興
課
長
）今
年
度
は
２
件
の
み
。

（
石
松
雄
太
）ダ
ム
湖
利
用
許
可
の

進
捗
は
。

（
産
業
振
興
課
長
）県
に
照
会
中
。

具
体
化
す
れ
ば
許
可
は
検
討
可
能
と

の
回
答
。

令
和
７
年
度一般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

補
正
予
算
額（
総
額
）１
億
３
２
７
４
万
円

（
熊
谷
み
え
子
）あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー

に
つ
い
て
、２
割
追
加
の
よ
う
だ
が

現
在
の
利
用
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

（
行
政
経
営
課
長
）令
和
７
年
度
実

績
で
３
３
１
７
件
の
利
用
が
あ
る
。

７
４
１
万
円
を
支
払
って
い
る
。

（
熊
谷
み
え
子
）地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
つ
い
て
は
、お
試
し
候
補
生
と
し

て
受
付
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、町
の

考
え
て
い
る
業
務
は
何
か
。

（
行
政
経
営
課
長
）グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
支
援
が
２
件
、観
光
振
興
２
件
、

林
務
支
援
１
件
。

（
柿
野
義
直
）12
月
議
会
の
補
正
予

算
で
計
上
し
て
い
る
が
、年
度
内
に
間

に
あ
う
の
か
。

（
行
政
経
営
課
長
）令
和
８
年
度
の

年
度
当
初
か
ら
の
採
用
を
目
指
し
て
い

る
。12
月
が
最
後
の
機
会
。ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
関
係
上
、随
意
契
約
を
で
き
れ
ば

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
明
け
に
は
着
任
で
き
れ
ば
と

考
え
る
。

（
梅
本
智
明
）昭
和
１
０
０
年
記
念

事
業
で
豊
後
高
田
市
の
博
物
館
か
ら

物
品
を
借
り
入
れ
と
い
う
こ
と
だ
が
、

展
示
期
間
と
場
所
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

（
生
涯
学
習
課
長
）４
月
29
日（
昭

和
の
日
）か
ら
２
か
月
間
、み
や
こ
町
歴

史
民
俗
博
物
館
で
展
示
す
る
。

令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補
正
予
算
額（
総
額
）６
０
４
６
万
円

令
和
６
年
度
事
業
の
確
定
に
よ
る
国
県

への
返
還
金
６
０
４
６
万
円

令
和
７
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補
正
予
算
額（
総
額
）20
万
円

過
誤
納
還
付
金
20
万
円

令
和
７
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）

補
正
予
算
額（
総
額
）68
万
円

総
務
管
理
費

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
38
万
円

（
熊
谷
み
え
子
）シ
ス
テ
ム
改
修
の

目
的
は
何
か
。

（
保
険
福
祉
課
長
）給
与
所
得
控
除

額
が
55
万
円
か
ら
65
万
円
に
変
わ
っ
た

た
め
。

　この条例は、すどりの里の風呂の廃止について、主旨が明確でないので反対します。
　行政は地域町民の意見を聞いたのか、はなはだ疑問であります。すどりの里は地域住民のコミュニティ
の場であり、私も、町民と特に高齢者とコミュニケーションをとる場として利用しています。
　高齢者の方は日常の楽しみが減っているのに加え、免許返納が進むなか、町内の町民の楽しみの場を
廃止するのかはなはだ疑問です。
　以上の理由で反対討論と致します。

原田 和美 議員

議案第78号 みやこ町福祉・コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

否決

一般会計補正予算（第４号）主なもの
分　類 内　　容 補正予算額

企画費
平成筑豊鉄道経営安定化負担金 １,３４３万円
あいのりタクシー運営負担金 ６００万円
地域おこし協力隊募集支援業務委託料 １４０万円

農業振興費
活力ある高収益型園芸産地育成事
業補助金 ７４９万円
強い農業構造確立推進事業補助金 １,０００万円

災害復旧費 工事請負費 ３,５００万円

その他 ６年度事業確定による国や県への償
還金など ５,942 万円

問問 答答

問問問

問問

答答答

答答

13　みやこ町議会だより　第85号



岩
村
宗
一
郎

松
本
　
　
潤

柿
野
　
直
子

六
田
　
一
美

石
松
　
雄
太

小
田
　
勝
彦

飯
本
　
秀
夫

中
尾
　
昌
葊

大
束
　
英
壽

柿
野
　
義
直

原
田
　
和
美

熊
谷
み
え
子

梅
本
　
智
明

議決
結果

専決処分の承認を求めることについて（児童福祉法等の
一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関す
る条例の制定について）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

専決処分の承認を求めることについて（みやこ町地域公共
交通会議設置条例の一部を改正する条例の制定について） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

みやこ町多世代交流施設の設置及び管理に関する条例の
制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

みやこ町政治倫理条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
みやこ町集会所・公民館等条例の一部を改正する条例の
制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

みやこ町火入れに関する条例の一部を改正する条例の制
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

みやこ町森林総合利用施設設置及び管理条例の一部を改
正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

みやこ町伊良原地域交流施設設置及び管理条例の一部を
改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

みやこ町伊良原自然体験施設設置及び管理条例の一部を
改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

みやこ町公園条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
みやこ町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
みやこ町自然環境等と再生可能エネルギー発電設備設置
事業との調和及び適正な管理に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

みやこ町福祉・コミュニティセンターの設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例の制定について ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ○ 否決

みやこ町公共下水道条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
みやこ町公民館の設置及び運営管理並びに公民館運営審
議会の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

工事請負契約の締結について（みやこ町豊津陸上競技場
公認に伴う改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

備品購入契約の締結について（文化交流センター備品購入） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和７年度みやこ町一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和７年度みやこ町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和７年度みやこ町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和７年度みやこ町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
みやこ町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和７年度みやこ町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
医療機関の事業と経営維持のための診療報酬の期中改定
及び緊急財政支援措置を求める意見書（案）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

外国人による国民健康保険料等の未納・滞納対策を求め
る意見書（案）について ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 継続

審査

議員名

議案名（敬称略）

令和７年第５回定例会 議案議決結果及び議員別賛否一覧表
令和７年第５回定例会を１２月１日から１２月１２日までの１２日間にわたり開催しましたので、その議決結果について報告します。

議長は、採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、除は除斥。可決された意見書は関係機関に郵送しました。
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日　程

日　程

日　程

日　程

日　程

日　程

場　所

場　所

場　所

場　所

場　所

場　所

参加者

参加者

参加者

参加者

参加者

講　師

参加者

10 月 22 日 ㊌

10 月 6 日 ㊊

11 月 10 日 ㊊

11 月 5 日 ㊌

11 月 6 日 ㊍

11 月 11 日 ㊋

沖縄県嘉手納町

長崎県波佐見町

宮崎県油津商店街 

岩手県紫波町 

博多サンヒルズホテル（福岡市博多区）

宮崎県綾町

文教厚生常任委員会視察

議会改革調査特別委員会視察

総務産業常任委員会視察

人口減少問題対策特別委員会視察 

福岡県町村議会広報研修会 

議会の活動を報告します！

▲ 野球場の電光掲示板

◀ 

オ
ガ
ー
ル
の
建
物

柿野 直子・中尾 昌廣・梅本 智明・熊谷 みえ子
大束 英壽・小田 勝彦・六田 一美

大束 英壽・松本 潤・梅本 智明・小田 勝彦
石松雄太・六田 一美・岩村 宗一郎・田中 勝馬

岩村 宗一郎・柿野 義直・松本 潤

中尾 昌廣・六田一美・梅本智明・小田 勝彦
柿野 直子・岩村 宗一郎

熊谷 みえ子・柿野 義直・六田 一美
柿野 直子・松本 潤

＜研修を終えて＞
　そうありたいと願う理想と広報
紙の役割について新たな視点から
の講演でした。
　昼からは議会報クリニック。み
やこ町もはじめて応募しました。
具体的な改善点などの指摘は今
後の編集にいかすことができたら
と思いました。

「 戦 略 的 広 報と議 会 報 づくりの 型 」
一般社団法人自治体広報公聴研究所　代表理事・広報アドバイザー　金井 茂樹 氏

岩村 宗一郎・柿野 義直・松本 潤・田中 勝馬

　視察研修の主な目的は豊津陸上競技場に関連しての公認問
題等であります。まず視察で感じたことは、この嘉手納町は
人情があふれていることでした。野球場の電光掲示板に「歓
迎福岡県みやこ町議員一同様」と大きく掲げて我々の訪問を
受け入れてくれました。書類の入った大封筒の表書きも「よ
うこそ嘉手納町へ・・・」とあり他市町村にはない表現がそ
こにありました。
　当委員会からの質問は年間の利用状況、維持管理、日本
陸上競技連盟からの公認取得、課題等々に及びました。今日
までの設置の経緯を踏まえつつ利用料の改定や近隣自治体へ
の負担金の要求をも検討をしなければと感じました。

　長崎県波佐見町に行き、我が町の議会基本条例の制定に
向けての意見交換をさせていただきました。地方自治の質を
高めるための土台になる重要な条例、我が町もしっかり議会
の役割を明確にし、議員としての責務を果たし、住民にとって
開かれた議会になるように努めてまいります。

　油津商店街、通称「カープ商店街」の視察の中で感じたこ
とは、駅前の活性化は地域やその町を強くする事。みやこ町
も駅前をもう一度賑わいのある通りに再生する為、地域の皆
さんと一緒に考えています。

【オガールプロジェクト研修】
　オガールとは柴波の方言で「成長」を意味する「おがる」＋
フランス語で「駅」を意味する「ガール」を合わせこのエリアを
出発点として持続的に成長していく願いを込めて作られました。
　今、犀川地区を走っている平成筑豊鉄道が廃止になろうと
していますが町の発展の為にはなんとしても存続する様に取
り組まなければならないと思います。

○戦略的広報とは？
　ネット・SNS など広報媒体の多様化の中でいかに関心を持ってもらえるか。
　現代は処理できないほどの情報があふれている。
　議会報の「目的と意義」を明らかにした広報戦略が必要であること。
　めざすものとして「開かれた議会・住民と歩む議会の実現にある。」
　より良い地域社会の実現に寄与することである。
　広報公聴活動の目的は「意識・行動変容」
　・誰に何をどのように伝えて、どうなってもらいたいのか
　・目的を常に意識する
　広報公聴活動は、住民からの信頼・協同関係へとすすみ、より良い政策・施策事業へと　
　つながることで、地域課題の解決がつながっていくことができる。

　総務産業常任委員会の視察で、宮崎県綾町に行きました。
綾町は「有機農業の町」、「照葉樹林都市」をスローガンと
し町おこしをしていました。そこで、有機農業の大切さや、
環境保全までの流れを勉強してきました。これは、森林面
積を多くもつ我が町も早急に考え改める必要があると確信
しました。森林を守り農地も守る。この循環型で持続可能
なまちづくりに努めてまいります。
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が
ん
ば
っ
ち
ょ
る

が
ん
ば
っ
ち
ょ
る！！！！

　
ま
だ
寒
さ
が
残
る
中
、今
年
も
新
た
な

一
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
春
の
季
節
を
肌
で
感
じ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
が
、皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
12
月
定
例
会
で
議
論
さ
れ
た

議
題
や
一
般
質
問
を
お
伝
え
し
て
お
り

ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
手
元
に
取
っ
て
一
読
し
て
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、目
先
だ
け
の
課
題
だ
け

で
は
な
く
、何
十
年
先
も
み
や
こ
町
が
今

よ
り
も
よ
り
良
い
町
に
な
り
、今
を
生
き

る
こ
ど
も
た
ち
や
、そ
の
孫
の
世
代
に
良

い
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
出
来
る
様
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
ま
す
が
、ど
う
ぞ

お
体
に
は
十
分
に
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
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〃
　
　
　
　
松
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発
行
責
任
者
　
　
田
　
中
　
勝
　
馬

二
十
歳
の
集
い
実
行
委
員
会

3
月
の
議
会
定
例
会
は
、

3
月
2
日（
月
）開
会
予
定
で
す
。

議
会
傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

り
よ
だ
会
議

第

号

○ 

会
議
町
こ
や
み
　
行
　
発

○ 

会
員
委
別
特
報
広
会
議
　
集
　
編

○ 

築
上
印
刷
㈲

　
刷
　
印

85

3
8
0
・
3
8
1

Ｑ 

実
行
委
員
会
に
入
っ
た

　 

き
っ
か
け
は
？

恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
集
め
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
集
を
作
成
し
て
当
日
に
配
り
ま
し
た
。

【
二
十
歳
の
主
張
】と
し
て
式
典
後
に
ス

テ
ー
ジ
で
実
行
委
員
長
が
思
い
の
丈
を
ぶ

つ
け
ま
し
た
！

『
つ
ら
い
こ
と
や
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
最

後
ま
で
や
り
遂
げ
て
く
だ
さ
い
。そ
う
し
た

ら
、い
つ
か
ど
こ
か
分
か
ら
な
い
け
ど
役
に

立
つ
こ
と
が
あ
る
の
で
、あ
き
ら
め
ず
に
が

ん
ば
っ
て
欲
し
い
！
』

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
話
な
が
ら
す
る
の
が
楽

し
か
っ
た
！

も
と
も
と
友
達
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、積
極

的
に
話
し
合
っ
て
色
々
す
ぐ
に
決
ま
っ
た
。

す
ご
く
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
っ
て
、去
年
の
３
倍

く
ら
い
の
速
さ
で
決
ま
っ
て
い
っ
た
！

先
輩
か
ら
実
行
委
員
会
の
話

を
聞
い
て
友
達
を
誘
っ
て
応

募
し
ま
し
た
！

そ
の
友
達
が
さ
ら
に
友
達
を

誘
っ
て
こ
の
４
人
で
実
行
委

員
会
を
や
る
こ
と
に
き
ま
り

ま
し
た
。

こ
ん
な
大
き
な
場
で
自
分
を
さ
ら

け
出
せ
る
機
会
が
な
い
の
で
達
成

感
が
あ
っ
た
。や
っ
て
よ
か
っ
た
、

最
高
！

初
め
は「
ダ
ル
い
」と
思
っ
た
け
ど

楽
し
か
っ
た
。

一
緒
に
や
っ
て
く
れ
る
人
を
集
め

る
の
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、や
っ

て
よ
か
っ
た
。

す
ご
く
や
り
が
い
を
感
じ
た
。

Ｑ 

実
行
委
員
会
を
や
っ
て
み
て

　 

ど
う
だ
っ
た
？

中学の同級生で今でも仲良し！中学の同級生で今でも仲良し！

植村 湖心さん植村 湖心さん
うえむら   こ   こうえむら   こ   こ

宮尾 大樹さん宮尾 大樹さん
みや  お   だい  きみや  お   だい  き

奥田 充孝さん奥田 充孝さん
おく  だ   みつたかおく  だ   みつたか

井上 二千翔さん井上 二千翔さん
いのうえ   に   ち   かいのうえ   に   ち   か

閉会のあいさつ
凛 し々く！

クールな司会！

開会のあいさつ
堂 と々！

二十歳の主張
で熱唱！ Ｑ 

注
目
す
る
企
画
は
？

Ｑ 

印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
？
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